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主催：熊本市現代美術館（熊本市・公益財団法人熊本市美術文化振興財団）、熊本日日新聞社
特別協力：崇城大学芸術学部デザイン学科マンガ表現コース　後援：熊本県、熊本県教育委員会、熊本市教育委員会、熊本県文化協会、
熊本県美術家連盟、熊本国際観光コンベンション協会、ＮＨＫ熊本放送局、J:COM、エフエム熊本、ＦＭ791　
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開館時間：10：00～20：00（展覧会入場は19：30まで） 休館日：火曜日（ただし10月22日 ㈫ は開館し、翌日休館）

1：草間彌生《私の犬のリンリン》2009年 寄贈：KDDI株式会社　2：ひびのこづえ《白いフェルトの服（トゲ）》1991年《動物の頭（くま）》2009年　3：吉野辰海《大首》1992年　4：安本亀八《相撲生人形》（部分）1890年
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舟越桂《不思議な話》1993年

草間彌生《宇宙の心》2002/2004年

教育普及担当学芸員を講師として、触わる
鑑賞体験を通じて作品との新たな出会いを楽しみます。

日時：10 月 26日 ㈯  14：00‐15：00　
場所：展示室内（Ｇ２）［展覧会場入口集合］
定員：15 名（事前申込）　
要展覧会チケット（中学生以下は無料）

熊本市現代美術館のコレクションから、彫刻・
立体作品の特集展を開催します。
当館の収蔵する彫刻・立体作品群は、幕末
から明治に大流行した生人形を例外として、
制作年が１９９０年以降のものがほとんどで
すが、木材やブロンズなど彫刻ならではの素
材に加え、ファブリックや鉄、ＦＲＰをはじめ
多様な素材や新しい技術を用いて制作されて
いることや、女性作家の活躍がその特徴とし
て挙げられます。
それぞれの作品は、アーティストが思索を重
ね閃いた、時代を先取りするような斬新なか
たちをしていますが、私たちと同じ時代を生き
る日々に、見たり、聞いたり、感じた事から
生まれ出た作品です、眺めているうちに、言
葉にならなかった想いへの気づきや、深い共
感を覚えることがあるかもしれません。

｜お申込み・お問合せ｜熊本市現代美術館　TEL096 -278 -750 0　www.c amk . j p　熊本市中央区上通町2-3びぷれす熊日会館3階

熊本市現代美術館開館記念日×熊本城ホール開業記念　コラボ企画
建築家／デザイナー
エマニュエル・ムホー emmanuelle moureaux

ひびのこづえ ワークショップ
「ちいさな生き物のブローチをつくる」

熊本市現代美術館現
代
日
本の
彫
刻
と
立
体
造
形

安
本
亀
八
YASUMOTO
Kamehachi

主催：熊本市現代美術館（熊本市・公益財団法人熊本市美術文化振興財団）、熊本日日新聞社
特別協力：崇城大学芸術学部デザイン学科マンガ表現コース　後援：熊本県、熊本県教育委員会、熊本市教育委員会、熊本県文化協会、
熊本県美術家連盟、熊本国際観光コンベンション協会、ＮＨＫ熊本放送局、J:COM、エフエム熊本、ＦＭ791　 ＊（）内は前売 ／  2 0名以上の団体 ／  各種障害者手帳（身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳、被爆者健康手帳）、電車・バス1日乗車券、JA F会員証、

緑のじゅうたんサポーター証、美術館友の会証をご提示の方 ／  各種障害者手帳をお持ちの方の付き添い者1名　　　    ＊10月12日（土）は開館記念日のため入場無料。
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藤本髙廣 ZUBE
《ハンドル君》2010年 　
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高嶺格《God Bless America》2002年

コスチューム アーティスト

｜企画展・コレクション展との共通観覧料｜ 一般：1,000（800）円　シニア：800（600）円　学生（高校生以上）：500（400）円 ［中学生以下無料］　

開館時間：10：00～20：00（展覧会入場は19：30まで） 休館日：火曜日（ただし10/22 ㈫ は開館し、翌日休館）

3

［出品作家］草間彌生・井手宣通・森村泰昌・安本亀八・
naonao’s 森川尚美・ひびのこづえ・田部光子・今田淳子・
高嶺格・石原昌一・本田貴侶・舟越桂・中山ダイスケ・吉野辰海・
藤本髙廣 ZUBE・池田龍雄・中嶋一雄・阿部守・青木豊

青木豊《untitled》2009年

2 019 年度国立美術館巡回展
東京国立近代美術館所蔵品展

きっかけは「彫刻」。
‐近代から現代までの日本の彫刻と立体造形‐

同時
開催

第1弾

第 2弾

1：草間彌生《私の犬のリンリン》2009年 寄贈：KDDI株式会社　2：ひびのこづえ《白いフェルトの服（トゲ）》1991年《動物の頭（くま）》2009年　3：吉野辰海《大首》1992年　4：安本亀八《相撲生人形》1890年

CAMKコレクションで行う
「さわる」ギャラリー・トーク

KUSAMA
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■アーティストトーク　13：00‐14：00　場所：ホームギャラリー  入場無料
■ワークショップ　14：30‐17：00
定員：20名（事前申込）　場所：館内アートロフト（予定）
対象：小学生以上　参加無料　

アーティストトークとワークショップ　　　
開催日
10月12日 ㈯

日時：10月 19日 ㈯ 13：30‐16：00
  10月 20日 ㈰ 10：00‐12：30／13：30‐16：00
定員：各回60名（事前申込。定員に空きがある場合のみ当日参加ＯＫ。つきそい参加不可）
場所：ホームギャラリー　参加費：１,５００円（材料費含む、特典付き）
対象：５歳以上（小学校以下は保護者同伴、参加者は必ず一人1点制作します）
持ち物：はさみ、筆記用具、色鉛筆、布（各自使いたい人のみ）
ワークショップで作成したブローチは、熊本城ホールのエントランスロビーに展示します。
終了後、制作者に返却。（会期：2019年12月17日 ‒ 2020年1月13日（予定））

国立新美術館「数字の森」（2017）

トークではムホーさんな
らではの色に対する考え
方を語ります。ワーク
ショップでムホーさんの
色の世界を体感しよう！

安本亀八《相撲生人形》1890年　 ©YAYOI KUSAMA
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